20091203　清水建設　早川

計算補足説明
①　補足説明の追加（分かる範囲で記入頂き、返送お願いいたします。）
(1)　震源の位置について
　N11（グリッド間隔100m）のケースで、点震源（応力テンソルの位置、ダブルカップル物体力の中心位置、複数ポイントの平均位置）が設定されている座標(m)
　 (X,Y,Z)=(0m,0m,2000m)の
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とするように, 
(X,Y,Z)=(-50m,-50m,2000m),(-50m,+50m,2000m),(+50m,-50m,2000m),(+50m,+50m,2000m)の
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として震源を付与．
 (2)　観測点の位置について
　N11（グリッド間隔100m）のケースで、+000（震源直上）の観測点におけるX(NS)、Y(EW)、Z(UD)方向の速度波形を算定した座標(m)
       　Vx：(X,Y,Z)=(-50m,0,0)
　　　　 Vy：(X,Y,Z)=(0,-50m,0)
　　　　 Vz：(X,Y,Z)=(0,0,50m)
 (3)　層境界のモデル化

　N12、N13のケースにおける基盤、表層地盤の層境界での物性の取り扱い

Z=1km上で、基盤地盤の物性を仮定
②　元波形のご提出（下記の４ケースによるオリジナルの速度波形の提出をお願いいたします）
フィルターの影響をみるため、フィルターを掛けない状態での速度波形のご提出をお願いいたします。フィルターを掛ける前であれば、時間刻みはオリジナルでも100 Hzサンプリングでも結構です。
提出波形：N11+001, N11+010, N12+001, N12+010 の４ケース
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